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1．はじめに

小論は，2003年 11月に，中国上海市の中等教育機関に在籍し
ている生徒とその親を対象に実施した「教育と趣味・価値観に
ついてのアンケート」調査の概要と単純集計結果を報告する 1。
本調査は，「学校」を，社会移動の結節点として，また，家族

の差異化戦略の主要なフィールドとして位置づける視点から，
中国上海市の高校生とその親たちがどのような価値観を持ち，
どのような教育・文化環境を構築して社会的再生産戦略や地位
上昇戦略を練っているかを考察する目的として行われたもので
ある。具体的な分析視角として次のようなねらいをもっている。

①学校種別やランクによって，階層分化の傾向がみられるのか。
もし，みられるとすればそれはどの程度，どのような特徴をもった
ものであるのか。ここでは，社会階層を，親の職業，学歴，年収と
いった多面的なファクターから類別するように心がけたい。
②急速な経済伸張と社会構造の変化に伴う所得格差が，人々の価

値志向や教育観，文化的活動およびストック，おいてどのような差
異を生じさせているのか，彼らの社会空間上の位置のパターンを明
らかにしながら叙述してみたい。
③家庭における社会化機能や教養・趣味の習得パターンが，学校

のカリキュラムや学校生活とどのように関連しているのか／してい
ないのか。
④これらの観点から得られた知見が，日本や欧米諸国の各階層の

文化や戦略の状況とどのように異なるものであるのか，あるいは共
通するものであるのか，比較文化論的な検討を加える。
上記の目的のために，サンプルの対象を，高等教育への接続

を前提としたいわゆる「重点学校」や私立の寄宿舎制学校など
のエリート校のレベルから，そうではない中等教育機関（一般
の普通科や職業科）まで，幅広い学校を調査対象とし，生徒の
みならずその親もアンケートに回答してもらうことで，出身家
庭の状況を多面的に捉えられるようにする。
調査の概要説明に先だち，中国の学校教育制度の特徴を概観

しておきたい。
中国の初等・中等教育のシステムは日本と同じ 6－ 3－ 3制

である。1986年に施行された「義務教育法」で義務教育が 6歳
から 9年間と定められ，「小学校」－「初級中学」と繋がってい
る。後期中等教育機関は，日本の普通科高校に相当する「高級
中学」と職業技術教育を行う「中等専業学校」「技術労働者学校」
「農業学校・職業中学」の複線型である。また，優秀な人材の集
中的育成と教育方法・教育内容の研究および開発を目的とした
「重点学校」が指定されている。重点学校は，幼稚園，小学校，
初級・高級中学，中等専業学校から大学まで学校種別ごとに指
定され，経費，施設設備，教員などの面で優遇されている（文
部省編　1996，『諸外国の学校教育＜アジア・オセアニア・アフ
リカ編＞』大蔵省印刷局 23頁）。
なお，近年では初級・高級 6年の一貫，あるいは小学校まで

併設している私立学校もみられる。これは，1995年の中華人民
共和国教育法により，「私立」学校の設立が認められたからであ
る。（「国は各級，各種の学校を設立，運営し，企業・企業体，
社会団体および公民個人が法に照らして学校およびその他教育
機関を設立することを奨励する」「いかなる団体，個人も営利を
目的として学校およびその他の教育機関を設立してはならない」
の 2つの条文より，非営利目的でない公立・私立の学校設立が
事実上認められた。）
このような中国の初等・中等教育の制度的な特徴を鑑み，本

調査対象校は，学校種別や学力ランクの性格の異なる次のよう
な複数の後期中等教育機関を選定した。
まず，高級中学（日本の普通科高校に相当）からは，北郊高

級中学（虹口区，区重点高級中学）259名，建設高級中学（楊浦
区）384名，江湾高級中学（虹口区，1999年に）290名の 3校で
ある。特に，北郊高級中学は創立から 100年以上の伝統をもつ
学校で，「革命烈士」をはじめ数多くの文化人，学者を輩出して
いる重点学校である。また，江湾高級中学は区立から 1999年に
「民力」（私立）経営移管された学校である。学力ランクで 3校
を評価すれば，北郊高中が頭抜けていて，建設高中と江湾高中
の格差はいずれとも判別しがたいところであるというのが世間
的な評判である。また，日本の専門・職業学科高校に相当する
中等専業学校から上海商業学校の 212名，そして私立の寄宿舎
制の中等教育機関から上海平和双語学校（中学部・高等部）161
名を選んだ。上海平和双語学校は，1996年浦東区に創立され，
「精品（elite）」「高素質（high-calibre）」「国際化（world citizens）」
を謳い，上海市内のみならず市外，国外の実業家富裕層の子弟
を集めている学校である。以上，後期中等教育機関から 5校と
なる。さらに，比較統制群として，上海市民の平均的なサンプ
ルとしての学校間格差のない公立の初級中学を一つ調査対象に
加えた。これは，新経初級中学の 3年生 252名であり，他の学
校と同様のアンケート項目により調査を実施した。
以上，計 6校で，回収総数は 1560であった。

2．調査の実施概要と集計結果

Ⅰ　調査名 「教育と趣味・価値観についてのアンケート」
Ⅱ　調査の概要
1調査時期： 2003年 11月下旬
2調査対象：中国上海市内の初級中学・高級中学の生徒とその親
3調査方法：質問紙調査。生徒に関しては集合法，その親に対しては生徒

の調査直後に留置法により，学校回収によって回答を得た。
4調査有効数： 1560人
Ⅲ　在籍学校別単純集計結果

（注）1 この調査は，2003年度金沢星稜大学共同研究助成研究「現代中
国“ニューリッチ”たちの教育戦略」の一環として行われたものである。
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